
新ぐんまチャレンジ支援金
（感染期特例説明資料）



感染期特例とは

令和４年６月以降も、新型コロナウイルス感染症や原油価格・物価
高騰の影響を受けている場合、

仕入金額・経費の要件における対象月を、

「令和４年５月から申請日の属する月の前月までの
連続する２ヶ月」 から選択することができます

感染期特例を適用することで、
例えば、令和４年７・８月と比較年の７・８月を比較することができます



感染期特例の対象事業者

対象月が令和４年４月・５月で支給対象とならない場合であって、
６月以降、

新型コロナウイルス感染症の影響や原油価格・物価高騰の影響を
受けている事業者

が感染期特例の対象となります

※通常の要件と同様、申請書（申請フォーム）において、原油価格・物価高騰の影響による経
費増加を申告してください



感染期特例を適用した申請方法（オンライン申請の場合）

オンライン申請で感染期特例の適用をする場合、

申請区分（特例の有無）の画面で

「感染期特例を適用する」にチェックしてください

その後表示される対象月入力フォームに

選択した対象月を入力してください

以降、４月・５月を選択した対象月に代えて

内容を入力してください

１０月１日午前０時にシステム切替



感染期特例を適用した申請方法（郵送申請の場合）

郵送申請で感染期特例の適用をする場合、

申請書２ページの右上余白に対象月を手書きで記載してください

以降、４月・５月を選択した対象月に代えて内容を記載してください

【申請書２ページ目】



感染期特例を適用した申請方法（添付資料）

４月・５月の経費が確認できる書類
仕入台帳、帳簿類など

選択した対象月の経費が確認できる書類
仕入台帳、帳簿類など

感染期特例を適用する場合は、

選択した対象月の経費が確認できる書類を提出してください

【通常の要件】 【感染期特例】

４月・５月 ７月・８月

※その他の申請書類は、通常の要件と同様です



【参考】新ぐんまチャレンジ支援金全般の注意事項

◆仕入金額・経費の要件における対象経費については、台帳等で金額が確認で
きる場合、電気代などの個別の経費で比較することも可能です

◆感染期特例のほかにも、経費率増加特例や新規開業特例等も設けております
詳細は、申請要領をご確認ください

◆事前申請を行う場合、申請を審査事務局で受け付けてから仮支給決定に至る
まで、審査に概ね１ヶ月程度を要することを考慮して申請してください

◆令和５年１月３１日(火)までに、完了報告を含め全ての手続が完了しない
取組は対象外となりますので、なるべく早い時期での申請をおすすめします



相談窓口

新ぐんまチャレンジ支援金コールセンター

📞０１２０－９７７－２８９

9:00-17:00
（土日・祝日含む全日）

受付時間

※申請要件の適否等について、事前確認を希望される方は事前申請をご利用ください


